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１．自己紹介

福島県井出上野原遺跡現地調査説明会

http://libarts.wsu.edu



東北地方北部における縄文時代中期後葉の二つの型式（安達2013）

最花A式土器を出土する代表遺跡 中の平Ⅲ式土器を出土する代表遺跡

図 縄文土器型式編年における
東北地方北部中期後葉の位置
（山内1937より転載・加筆）

中期後葉

東北地方北部



ⅰ.遺跡土壌中に遺体残存 ➡ 水洗選別・同定

ⅱ.土器・土製品に圧痕付着 ➡ 圧痕のレプリカ作成・同定

利点
◇後の時代の紛れ込みを避けることができる

◇土壌中に残りにくい、柔らかいもの、小さいものまで

痕として検出できる

２．レプリカ法の紹介

（１）縄文・弥生時代の人間の生活圏内にあった
植物種実・昆虫を知る方法のひとつ



Ⅰ1920s

山内清男氏ら油粘土・石膏 宮城県枡形囲貝塚出土器の籾痕（山内1925、1967）：籾痕を稲作の根拠とする

Ⅱ1970s

・佐藤敏也氏ら石膏、油土、歯科用モデリング(古代)
・松谷暁子氏走査型電子顕微鏡による縄文時代遺跡出土炭化種実観察導入

Ⅲ1990s

・丑野毅氏らレプリカ法の提案（丑野・田川1991）、中沢道彦氏と共同で稲作の伝播と受容の研究を開始

Ⅳ2000s

・山崎純男氏ら縄文時代後期土器からコクゾウムシやマメ科種子の圧痕検出：コクゾウムシをコメ・ムギ存在の根拠→農耕
の根拠とする（山崎2005）

・安藤広道氏、安易な圧痕同定・土器型式比定・論理展開へ慎重論（安藤2006）

・小畑弘己氏ら全国的な圧痕調査開始。 アワ・キビの圧痕検出（佐々木・中沢・那須2009）

Ⅴ2010s

（２）分析実施の目的の変遷

・・・縄文・弥生時代における特定の食（米/農耕）の根拠だけでなく へ食の多様性検討

２．レプリカ法の紹介



①離型剤（パラロイドB72のアセトン5％
溶液）を圧痕部中心に塗布します。

１土器に植物の種子や昆虫の痕がついていないか観察

①器面及び断面にみられる「窪み」
の内部を悉皆的に観察します。

肉眼で、及び実体顕微鏡（20倍、
Nikonファーブルミニ）とデジタル
マイクロスコープ（20/200倍、
Dino-Lite PRO Polarizer）を使用しま
す。
②種実、昆虫等による可能性のある
圧痕のついた資料を抽出します。
圧痕部は適宜面相筆で清掃します。

２植物や昆虫のあとにシリコンを流し込んでレプリカを作成

３レプリカを高性能の顕微鏡で観察・撮影・同定

レプリカを走査型電子顕微鏡 SEM（Scanning 
Electron Microscope）で観察、写真撮影します。
現生標本のSEM観察、植物図鑑、データベース
等の参照により同定します。

（３）分析の手順２．レプリカ法の紹介

②定着後、印象材（シ
リコーンTSE 350＆硬
化剤CE60）を圧痕部に
充填します。

③硬化後、シリコーン（レ
プリカ）を取り外します。
圧痕部のパラロイドをアセ
トンで洗浄します。



尻労安部（しつかりあべ）洞窟遺跡

最花（さいばな）貝塚遺跡

富ノ沢（２）遺跡

槻ノ木（１）遺跡

中の平遺跡

３ 研究内容の紹介

縄文時代中後期
を主体とする
青森県内遺跡出土土器

圧痕調査の特徴：

定量的・全点調査
土器の型式同定 土器の同定作業

・

尻労安部遺跡

尻労安部洞窟遺跡 尻労安部洞窟遺跡発掘調査

遺跡発掘調査出土資料保管庫

保管箱内土器

最花貝塚遺跡

富ノ沢(2)遺跡

槻ノ木(1)遺跡

中の平遺跡



４．成果と展望

１ 三内丸山遺跡から多種の種実・昆虫圧痕が検出さ
れた（小畑・眞邉2014）のに対して、今回分析した遺跡
からは種実圧痕の検出が少ない。

（１）縄文時代中期から後期において青森県内の遺跡
は、圧痕が残りやすい遺跡（三内丸山遺跡）とそうでな
い遺跡とにわかれる可能性がある。

（２）地域差・時期差の両側面から要因を検討中。

２ 土壌に残りにくい昆虫幼虫も検出

３ 特定の圧痕検出のみを目的とするのでなく、多様性
に目を向ける必要

三内丸山遺跡
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